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　千葉県内の幼稚園・保育園・認定こども園における食育の現状と課題を明らかにすることを目的として,８つの園
の職員を対象にアンケート調査を行った。その結果，調査対象とした８つの幼稚園・保育園・認定こども園の職員は，
総じて積極的に食育に取り組んでいることが読み取れた。その中で，現状の課題として，園内の畑で子どもたちが栽
培・収穫した野菜を衛生上の理由でその場で食すことができない事例がある，子どもへの食育の中で地域の食文化等
についての説明があまり行われていない，保護者への食育に関する活動として講演会もあまり行われていない等が明
らかとなった。今後，「地域や保護者との連携」を強化していく基本方針の下，これらの課題の解決・改善に取り組
んでいくことで，各園の食育は一層充実したものになると考える。
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１．緒　論
　「食育基本法」が2005年から実施されて現在に至るこ
とが象徴するように，食育の重要性への社会的認識は近
年高まっている。食育は全ての年代において重要である
が，中でも乳幼児期は，「『食を営む力』の基礎を培い，
それをさらに発展させて『生きる力』につなげるための
重要な時期で，周囲の人と関係しながら食を通じて経験
した様々なことが，体だけでなく心の健やかな成長・発
達にも大きな影響を与える（厚生労働省，2012）」こと
から，特に留意すべき時期のひとつと言える。最新版の
「食育白書」（農林水産省，2019）にも，保育園，幼稚園，
認定こども園における食育の推進に関して，関連する法
律・ガイドライン・要領・動向・実践事例等の解説・報
告が6ページに渡り掲載されている。その実践事例として，
園内での栽培活動に加えて，地域と連携した活動も紹介
されているのが我々の目を引いた。我々は以前から，食
育推進のためには栽培活動や地域と連携した活動が有効
との考えの下に立案した授業計画の実践研究を小中学校
対象に展開してきた（辻・佐藤2016，2017；辻・渡辺
2016，2017）。今後は同様の実践研究を乳幼児期対象に
も展開したいと考えており，今回その端緒として，幼稚
園・保育園・認定こども園での食育の現状と課題を，栽
培活動や地域連携等に着目しつつ，職員へのアンケート
から把握したいと考えた。その際，農業産出額全国4位
かつ多様な作物・野菜・果物について生産額が全国1位
となっている千葉県（千葉県庁，2019）には，地域と連
携した有効な食育を展開できる大きなポテンシャルがあ
ると考えた。そこで本研究は，千葉県における乳幼児へ
の食育を発展・促進するための基礎データとしての幼稚
園・保育園・認定こども園における食育の現状と課題を，
職員へのアンケートから明らかにすることを目的として
企画・実施した。
２．材料と方法
2-1.調査対象
　千葉県内の幼稚園・保育園・認定こども園の中から，
下記の３つの基準・根拠で，多古町，市原市，八街市，
酒々井市，千葉市，船橋市の合計８園を選定した（表１）。
⑴ホームページ等の情報から，食育に力を入れていると
読み取れた園。⑵地理的な観点で，同一・近隣の自治体
に集中しないこと。⑶人口密度が多様な自治体から選定
すること。すなわち，2017年1月1日時点の人口密度（千
葉県，2017）に基づいて自治体を，500人／km2未満，
500人／km2～1,000人／km2未満，1,000人／km2～2,000
人／km2未満，2,000人／km2～4,000人／km2未満，4,000
人／km2以上の5つのカテゴリーに分類し，全カテゴリー
から選定すること。
2-2.調査方法
　選定した８園の職員を対象とした無記名アンケートに
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て，各園における食育への個々の職員の意識を調査し，
その結果から各園における食育の現状と課題を明らかに
することとした。アンケートは2017年８月から11月にか
けて実施し，有効な回答を得られた合計107名（表１）
のデータを分析対象とした。
名称 公立・私立 所在地
自治体の人口密度 
（人/km2）
有効回 
答数（人）
Aこども園 公立(町立) 多古町 500未満 21
B幼稚園 私立 市原市 500～1,000未満 11
C幼稚園 私立 八街市 500～1,000未満 5
D幼稚園 私立 酒々井市 1,000～2,000未満 6
E幼稚園 私立 千葉市 2,000～4,000未満 13
F幼稚園 私立 千葉市 2,000～4,000未満 11
G幼稚園・保育園 私立 船橋市 4,000以上 31
H保育園 私立 船橋市 4,000以上 9
表1.調査対象の幼稚園・保育園・認定子ども園と有効回答数
　アンケートの質問項目は，表２～８に結果とともに示
した。「自園での食育への満足度（表２）」については，「と
ても感じる」「まあ感じる」「特にない」「少し不満」「と
ても不満」の５つの選択肢から１つ選択し，選択理由も
記載する方式とした。「子どもへの食育として行ってい
る事項（表３）」と「保護者への食育として行っている
事項（表４）」については，該当する選択肢を全て選択
する方式とした。「自園での食育にやりがいを感じてい
る理由・場面（表５）」「自園での食育で配慮・工夫して
いること（表６）」「自園での食育に取り入れるべき活動
（表７）」「園児・地域・保護者への食育を推進するため
に大切な活動（表８）」については自由記述式とした。
３．結果と考察
3-1.「自園での食育への満足度（表２）」について
　結果は表２のとおりである。「とても感じている」と「ま
あ感じている」を選択した割合は，全園の平均でそれぞ
れ30%と49%であったことから，職員の自園での食育へ
の満足度は総じて高いと読み取れる。その中で，Aこど
も園では「少し不満」が24%（５名）あった。理由として，
「衛生上の理由から，子どもたちが栽培・収穫した野菜
をその場で水洗いして食べることができない」ことが挙
げられていた。職員が食育に積極的であるが故に生じる
不満と言える。すなわち，課題として「『栽培』と『衛
生面』の両立を実現させる」ことが明示された。
とても感じる まあ感じる 特にない 少し不満 とても不満
Aこども園 0 62 14 24 0
B幼稚園 36 36 28 0 0
C幼稚園 60 40 0 0 0
D幼稚園 0 83 17 0 0
E幼稚園 46 54 0 0 0
F幼稚園 9 73 18 0 0
G幼稚園・保育園 67 30 3 0 0
H保育園 22 11 56 0 11
平均±標準偏差 30 ± 26 49 ± 24 17 ± 19 3 ± 8 1 ± 4
選択人数／各園の有効回答数を%で表示
表2.自園での食育への満足度
活動 はたらきかけ 説明
栽培 調理 行事食 楽しく食す 食事の作法
様々な食
材の体験 よく噛む
準備・
片付け
適切な
食事量
季節の
食材
栄養のは
たらき
食材の
産地
地域の
食文化
Aこども園 76 5 52 95 90 62 86 76 67 81 57 29 19
B幼稚園 82 27 27 64 36 82 36 55 18 64 27 45 0
C幼稚園 100 80 20 60 40 40 20 40 60 80 40 60 0
D幼稚園 100 83 17 83 67 50 83 83 83 67 33 33 0
E幼稚園 92 92 85 85 46 85 31 46 15 77 15 54 0
F幼稚園 73 18 55 45 91 36 45 73 27 45 9 27 0
G幼稚園・保育園 80 80 73 67 73 77 60 47 73 77 60 20 3
H保育園 11 11 67 67 78 67 78 11 78 100 44 22 0
平均±標準偏差 77±29 50±37 50±26 71±16 65±22 62±19 55±26 54±23 53±28 74±16 36±18 36±15 3±7
選択人数／各園の有効回答数を%で表示
表３.子どもへの食育として行っている事項と実施割合
行事参加 給食試食会 給食だより 献立展示 料理レシピ配布 個別相談 ポスター掲示 連絡帳記載 講習会
Aこども園 5 48 57 90 48 57 19 38 0
B幼稚園 82 0 9 9 0 9 18 0 0
C幼稚園 40 100 20 0 0 20 0 0 0
D幼稚園 83 83 83 67 17 17 0 0 0
E幼稚園 100 54 31 8 15 15 31 0 0
F幼稚園 82 9 18 27 0 27 9 9 0
G幼稚園・保育園 70 87 100 90 77 17 37 17 13
H保育園 11 89 100 89 100 56 11 56 0
平均±標準偏差 59±36 59±38 52±38 48±40 32±39 27±19 16±13 15±21 2±5
選択人数／各園の有効回答数を%で表示
表４.保護者への食育として行っている事項と実施割合
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3-2.「子どもへの食育として行っている事項（表３）」
について
　結果は表３のとおりである。
　実施している「活動」については，「栽培」「調理」「行
事食」を選択した割合は，全園の平均でそれぞれ77%，
50%，50%で，いずれも過半数以上となった。特に「栽
培」は77%で，積極的に取り組まれていることが明らか
となった。
　実施している「はたらきかけ」についても同様に，い
ずれも過半数以上となった。「楽しく食す」が71%で最
も高かったと同時に，「食事の作法」「よく噛む」「準備・
片付け」「適切な食事量」といったマナーや食習慣に関
わる指導的な事項にも留意して取り組まれていることが
明らかとなった。
　一方，実施している「説明」については，「季節の食材」
は74%と高かったものの，「栄養のはたらき」と「食材
の産地」は36%，「地域の食文化」に至っては３%であっ
た。「栄養のはたらき」については「はたらきかけ」の「適
切な食事量」に関する活動で補完されている可能性はあ
る。しかし「食材の産地」と「地域の食文化」が低かっ
たことは，現状では「地域との連携」が弱いことを反映
していると解釈できる。特に千葉県には多様な特産農作
物を抱える恵まれた環境にあるので，それらを活用する
ことで，食育を一層充実したものにできると考えている。
今度は，農家の方々をはじめとする「地域との連携」を
より意識した取り組みの推進を期待したい。
3-3.「保護者への食育として行っている事項（表４）」
について
　結果は表４のとおりである。
　「行事参加」と「給食試食会」が59%で最も高かった。
「行事参加」が高かった結果は，園において保護者が参
加できる行事を企画しているためと解釈でき，多くの園
で「保護者との連携」にも力点を置いていることが読み
取れる。
　「給食」に関しては，「給食試食会」に加えて「給食だ
より」「献立展示」もそれぞれ52%，48%と過半数前後
の割合であった。すなわち「行事」に加えて，日常の「給
食」も保護者への食育に活用しようと意識して取り組ん
でいる姿勢が読み取れる。
　一方，最も低かったのは「講習会」で２%に留まった。
原因は，「講演会」の開催には企画・調整・運営等に多
大な負担を要するため，と察する。講演会の開催頻度を
上げるためには，各園における負担を軽減のために，近
隣の園と協力し，持ち回りとするのが一案かもしれない。
3-4.「自園での食育にやりがいを感じている理由・場面
（表５）」について
　結果は表５のとおりである。個々の回答は，趣旨に基
づき表５の５個に集約できた。いずれも「体験」に関す
るもので，その「体験」は「栽培」と「食の場面」の２
種類のカテゴリーに分類できた。そして，「栽培」に関
して「自分たちで栽培することで，興味を示して食べる
ようになる。」「自分たちで栽培することで，苦手だった
食材にも興味を持ち，食べられるようになる。」「栽培を
楽しむ，栽培から発見・気づきを得る子どもの姿。」「自
分たちで栽培した作物や野菜を自分たちで調理して食す
喜び。」，「食の場面」に関して「食事中の声かけで，子
どもが食べものに興味を示したり，残さず食べられるよ
うになった。」「０歳児の離乳食の指導」と，複数の観点
についてやりがいを感じていることが読み取れた。特に
「栽培」は，子どもに対して表５に挙げた４つの効果が
あり，その子どもの姿に触れることが職員のやりがいに
つながっていることが明らかとなった。
回答 カテゴリー
　 自分たちで栽培することで，興味を示して食
べるようになる。
栽培
　 自分たちで栽培することで，苦手だった食材
にも興味を持ち，食べられるようになる。
栽培
　 栽培を楽しむ，栽培から発見・気づきを得る
子どもの姿。
栽培
　 自分たちで栽培した作物や野菜を自分たちで
調理して食す喜び。
栽培
　 食事中の声かけで，子どもが食べものに興味
を示したり，残さず食べられるようになった。
食の場面
　0歳児の離乳食の指導 食の場面
表５.「自園での食育にやりがいを感じている
理由・場面」についての回答の集約
回答 カテゴリー
　個々のイベントが有機的につながる食育プログラム 運営・企画
　個々のペースを大切にする 基本方針
　会話を楽しむ 基本方針
　楽しい雰囲気づくり 基本方針
　食に関して無理強いしない 基本方針
　大人が感想を求め過ぎない 基本方針
　声かけ 基本方針
　食事中のマナー 社会・生活
　衛生面の指導徹底（手洗等） 社会・生活
　安全指導 社会・生活
　給食で季節の食材を提供 食事
　絵本・紙芝居 教材
　 調理器具の名称・使い方，調理方法の種類 
なども伝えている
知識
　食べものの大切さ 倫理
　アレルギー児への対応 複合
　 職員が調理する様子を子どもたちが 
見学できるようにしている
環境整備
表６.「自園での食育で配慮・工夫していること」に
ついての回答の集約
千葉県の幼稚園・保育園・認定こども園における食育への職員の意識
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3-5.「自園での食育で配慮・工夫していること（表６）」
について
　結果は表６のとおりである。個々の回答は，趣旨に基
づき表６の16個に集約できた。それらは「運営・企画」
「基本方針」「社会・生活」「食事」「教材」「知識」「倫理」
「複合」「環境整備」のカテゴリーに分類できた。カテゴ
リーが多様となったのは，今回のアンケートに回答いた
だいた職員には園長・管理職・養護教諭・栄養士等も含
まれ，役職・担当の仕事が多様であったことによると察
する。いずれにしても，今回調査対象とした園では，職
員は各自の持ち場で，食育に高い意識で取り組んでおり，
この多様な回答はその現れと解釈している。
3-6.「自園での食育に取り入れるべき活動（表７）」に
ついて
　結果は表７のとおりである。個々の回答は，趣旨に基
づき表７の11個に集約できた。それらは「体験（栽培・
食）」「体験（調理・食）」「知識・思考」「倫理」「運営・
環境整備」「運営・企画」のカテゴリーに分類できた。
「体験（栽培・食）」と「体験（調理・食）」のカテゴリー
については，表３「こどもへの食育として行っている事
項」で「栽培」「調理」「行事食」は高い割合で実施され
ていることが示されているが，これらの活動が現状では
不十分と感じている職員もいる結果と読み取れる。
　「知識・思考」のカテゴリーに５つ挙げられた。この
結果は，「栽培」など「体験」に関する活動が比較的充
実している一方で，「知識・思考」を育む観点の活動は
現状では不十分と感じている職員が少なくないとこを反
映していると解釈している。
回答 カテゴリー
　 子どもたちが自分で栽培したものを調理して
食べる
体験 
（栽培，食）
　 自分たちで栽培した野菜を自分で収穫して，
その場で水洗いして，口に入れる
体験 
（栽培，食）
　 自分たちで献立を考え，自分たちで調理して
食べる
体験 
（調理，食）
　栄養素についての学び 知識・思考
　地域の特産物の説明・活用 知識・思考
　旬の食材の説明・活用 知識・思考
　食品廃棄量についての学び 知識・思考
　 食に関する適切な選択ができる能力の育成に
つながる活動（安全性など）
知識・思考
　 命をいただいていることが理解・実感できる
ような活動
倫理
　自園式の給食
運営・環境
整備
　保護者への食育指導の充実 運営・企画
表７.「自園での食育に取り入れるべき活動」に
ついての回答の集約
3-7.「園児・地域・保護者への食育を推進するために大
切な活動（表８）」について
　結果は表８のとおりである。個々の回答は，趣旨に基
づき表８の11個に集約できた。それらは「連携」「地域」
「保護者」「知識」「体験」「職員」「行政」のカテゴリー
に分類できた。「連携」「地域」「保護者」のカテゴリー
を挙げた回答が多く，「地域や保護者との連携」の重要
性を認識している職員が多いことを確認できた。同時に，
「職員が食育に対する意識・知識を高める」といった，
ベクトルを自身に向けている職員も存在することが確認
できた。
回答 カテゴリー
　地域（農家等）・保護者との連携。 連携
　地域の特産食材の理解・活用 地域
　 地域の特産食材について，子どもの関心が高
まる活動。
地域
　保護者・地域への食に関する正確な情報の発信。 保護者
　保護者への園の食育活動の発信。 保護者
　 保護者への食育についての啓蒙活動。（園の
行事への参加呼びかけなど）
保護者
　生産者・生産過程の理解。 知識
　 自分たちが栽培した作物・野菜を給食に取り
入れる。
体験
　 家庭での食事の状況の把握（子どもとの会話
の中でチェック）
職員
　職員が食育に対する意識・知識を高める 職員
　職員数の確保 行政
表8.「園児・地域・保護者への食育を推進するため
に大切な活動」についての回答の集約
４．まとめ
　今回調査対象とした千葉県の８つの幼稚園・保育園・
認定こども園では，総じて積極的に食育に取り組んでい
ることが読み取れた。その中で，現状の課題として，園
内の畑で子どもたちが栽培・収穫した野菜を衛生上の理
由でその場で食すことができない事例がある，子どもへ
の食育の中で地域の食文化等についての説明があまり行
われていない，保護者への食育に関する活動として講演
会もあまり行われていない等が明らかとなった。今後，
「地域や保護者との連携」を強化していく基本方針の下，
これらの課題の解決・改善に取り組んでいくことで，各
園の食育は一層充実したものになると考える。
５．謝　辞
　アンケートにご協力いただきました幼稚園・保育園・
認定こども園の皆様，そして本研究の期間全体を通して
ご助言をいただき，特に本研究開始時には複数の園の紹
介・園長との橋渡しをいただきました，冨田久枝元千葉
大学教育学部教授に感謝申し上げます。
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